
年

俳

人

協

会

々

報
 

“

三

十

八

年

度

三
月
三
十
日(

土)

有
楽
町
の
電
気
ク
ラ
ブ 

で
、
定
刻
二
時
よ
り
四
十
分
遅
れ
て
、
岸
風
三 

楼

氏
司
会
で
開
会
。
水
原
会
長
の
挨
拶
の
後
、 

司

会

者

一

任
で
藤
田
湘
子
氏
が
議
長
に
指
名
さ 

れ
た
。
次
い
で
安
住
敦
氏
の
三
十
七
年
度
の
経 

過
報
告
及
び
会
計
報
告
、
秋
元
不
死
男
氏
よ
り 

三
十
七
年
度
の
事
業
報
告
及
び
三
十
八
年
度
の 

事

業

計

画

の

報

吿

が

あ

っ

た(

別
記
参
照̂

報
告
に
つ
い
て
の
質
疑
な
し
。
次
い
で
会
長 

よ
り
三
十
七
年
度
俳
人
協
会
賞
が
故
西
東
三
鬼 

氏
夫
人
に
授
与
さ
れ
た
。
出
席
者
全
員
の
自
己 

紹
介
が
あ
っ
た
後
、
立
食
の
懇
親
会
に
移
り
、

三

十

七

年

度

<

幹
事
に
つ
い
て>

現
在
幹
事
は
秋
元
、
安

住

、

石
田
、

石
川
、

総

会

記

六
時
頃
散
会
し
た
。
会
社
の
決
算
期
で
も
あ
っ 

た
た
め
、
在
都
会
fl
の
出
席
が
す
く
な
か
っ
た 

が

、
来
年
度
は
多
数
が
出
席
さ
れ
、
質
疑
応
答 

も
活
発
に
し
た
い
。
参
考
ま
で
に
当
月
の
出
席 

者
の
結
社
別
人
数
を
掲
げ
て
お
く
。

河
六
名
、 

馬
酔
木
五
名
、
若

葉
.

万
緑
各
四
名
、

ホ
ト
ト 

ギ

ス
.

鶴
•

春
燈
各
三
名
、
浜
.

夏
草
、

氷
海 

.

さ

い

か

ち•

雲
.

風
土
各
二
名
、
水

明•

か 

び

れ
.

曲

水
.

獺

祭
•

断

崖
•

他

、
各

一
名
。 

(

二
結
社
に
属
す
る
も
の
は
二
重
に
数
え
た)

(

香
西
記)

(

要

旨)

石
塚
、
角
川
、
岸

、

香
西
、
中

村(

草)

、

平 

畑

、
福
田
の
十
一
名
で
あ
る
が
毎
月
一
回
の

定

例
幹
事
会
、

お
ょ
び
臨
時
幹
事
会
を
随
時 

ひ
ら
い
て
、
事
業
の
計
画
述
営
、
会
員
の
選 

考
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
る
。
幹
亦
は
本
会
創 

立

当

時

か

ら

「
当
分
の
間
は
発
起
人
が
幹
事 

と
な
る
」

と
い
ぅ
淸
記
に
従
っ
て
い
る
が
、
 

こ
れ
は
そ
の
ぅ
ち
機
会
を
み
て
改
選
の
こ
と 

に
し
た
い
。

<

顧
問
に
つ
い
て>

創
立
当
時
の
顧
問
は
、
飯
田
蛇
笏
、
富
安
風 

生
、
水
原
秋
桜
子
、

山
口
靑
邨
、

山
口
替
子 

の
五
氏
に
願
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
中
村 

会£

の
辞
任
に
伴
い
、
水
原
顧
問
を
会
長
に 

推
し
、
新
た
に
阿
波
野
靑
畝
氏
を
顕
問
に
迎 

え
た
。

さ
ら
に
昨
年
十
月
、
飯
田
顧
問
逝
去 

の
た
め
現
在
の
顕
問
は
水
原
、
富
安
、

山
口 

(

青)

、
山
口 (

誓)

、
阿
波
野
の
五
氏
で
あ
る
。 

へ
会
員
に
つ
い
て>

昨
年
総
会
の
と
き
の
会
員
は
百
五
十
三
名
だ 

っ
た
が
、
そ
の
後
新
た
に
四
十
九
名
の
新
会 

员
を
迎
え
、
現
在
二
百
十
二
名
に
上
っ
て
い 

る
。

こ
の
会
員
数
は
な
お
増
加
の
傾
向
を
た 

ど
っ
て
い
る
。

な
お
こ
の
一
年
間
の
会
員
の
死
去
は
左
の
通 

り
で
あ
る
が
、
顧

問

、
会
員
の
死
去
に
際
し

経
過
報
告
と
会
計
報
告

そ
れ
ぞ
れ
協
会
と
し
て
弔
意
を
表
し
た
〇

西

東

三

鬼

氏
 

大
場
白
水
郎
氏 

飯

田

蛇

笏

氏
 

伊

策

浊

魚

氏

目

迫

秩

父

氏
 

<

会
計
報
告>

(

三
十
七
年
四
月
死
去) 

(

三

十

七

年

十

月

ク
) 

(

三

十

七

年

十

川

ク
) 

(

三

十

八

年

一

月

ク
) 

(

三
十
八
年
三H

ク
)

会
計
年
度
を
本
協
会
発
足
の
三
十
六
年
十
二 

月
か
ら
三
十
七
年
十
二
月
ま
で
と
し
た
。

こ 

の
間
の

収

人

総

額
,

六
〇
二
、

六
九
五H
 

支

出

総

額

一

九

九

、W
A
O
H
 

収
人
の
主
な
る
も
の
は
、<

く¢5•
入
会
金
の 

三

七

万

六

千

円(

説
明
の
简
略
を
期
す
る
た 

め
千H

未
満
四
捨
五
入
、

以

じ

)

俳
句 

大
会
の
剩
余
金
ニ
ー
万
二
千

I'Jc
^
l
)
。 

支
出
の
主
な
る
も
の
は
、
協
会
®:(

第
一
回 

第

二

ml
合
せ
て)

四
万
七T

I'J
、
大
阪
に
お 

け
る
溝
演
会
七
万
円
で
、
/>
引
叫
〇
三
、

二 

一
五
円
を
次
年
度
に
繰
り
越
し
たh

私
兄
を
加
え
る
と
、

こ
の
次
牢
度
繰
り
越
し 

の
叫
〇
万
円
は
必
ず
し
も
多
い
と
は
思
っ
て 

い
な
い
。
事

実

、
協
会
述
當
の
経
ft
は
か
な 

り
か
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
労
務
ft
は
ほ
と 

ん
ど
無
偾
、

そ
の
他
事
務
所
、
卞
務
川
品
等 

は
右
志
寄
附
を
受
け
て
い
る
现
状
で
あ
る
。- 

そ
れ
で
大
体
協
会
の
述̂

は
、<

く

 
代
収
入
で 

ま
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
勘
定
に
な
っ
て
い 

る
。
叫
〇
万
円
の
次
年
度
繰
越
金
の
内
容
は 

入
会
金
と
大
会
の
剰
余
金
と
い
う
ょ
う
に
考 

え
て
い
る
。

で
き
得
れ
ば
今
後

IV
務
所
で
も 

借
り
、
冰
務
員
で
も
お
い
て
水
龙
を
推
進
し

1



会
員
の
サ
ー
ビ
ス
に
万
全
を
つ
く
す
よ
ぅ
に 

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

(

註1
)

第
一
回
俳
句
大
会
の
収
支
は
左 

の
通
り
で
あ
る
。

会
費
収
入 

五
一
九
、
八
〇
〇
円 

支 

出

三

〇

七

、
八
四
六
円 

内

訳

審

査

費
S

、QOG
円

打

合

会

合

費

55
、
s
q

円

プ
リ
ン
ト
費
八
ー
ヽ
六
六〇

円

賞
品
費 

1

ーー
 〇

九
五
円 

通

信

連

絡

費g

、g2

円 

記
録
費 

八
、00

0

円

雑
費 

ー
ー 2

1

一
八
円 

差

引

残

ニ

ー
 

ー
、
九
五
四
円 

(

本
会
計
に
繰
入
れ) 

(

安

住

敦
)

事

業

報

告
S

旨)

-
-

自
昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
六
日

至 

昭
和
三
十
八
年
三
月
三
十
日
——

<

報
告
期
間>

昨
年
五
月
二
十
六
日
、
当

所
( 

束
京
有
楽
町•

電
気
ク
ラ
ブ)

で
行
な
っ
た 

総
会
の
翌
日
か
ら
本
日
の
総
会
、
三
月
三
十 

m

ま
で
。

<

報
告
事
項>

①

第
一
回
全
国
俳
句
大
会
と
目 

下
進
行
中
の
第
二
回
全
国
俳
句
大
会
の
概
況 

②

関
西
俳
句
講
演
会
の
報
告
。③

第
二
回
俳 

人
協
会
賞
受
賞
決
定
〇

®

第I

回
全
国
俳
句
大
会

☆

昨
年
七
月一

日
、
東
京
朝
日
新
聞
社
講
堂
で 

催
す
。
会
者
七
百
余
名
。
そ
の
模
様
は
夕
刻

N
H
K

よ
り
全
国
へ
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た
。 

☆

俳
人
協
会
賞
は
山
口
青
穂•

神
林
信
一.

平 

間
真
木
子
が
受
賞
、
朝
日
新
聞
社
實
は
金
盛 

仁
平
舍
が
受
賞
し
た
。

☆

こ
れ
に
先
だ
ち
投
句
六
、
七
三
六
句
を
選
者 

中
の
中
村
草
田
男.

石
塚
友
二•

福
田
蓼
汀

・
石
川
桂
郎.

安

住

敦.

香
萌
照
雄•

岸
風 

三

楼.

角

川

源

義•

秋
元
不
死
男
に
第
一
次 

詮
考
を
委
嘱
、
詮
考
に
通
過
し
た
作
品
五
七 

四
句
を
二
士 

一
名
の
全
選
者
が
選
に
当
っ
た 

☆

予
期
以
上
の
応
募
作
品
と
全
国
的
な
反
響
を 

り
ょ
ぅ
と
し
た
朝
日
新
聞
社
で
は
、
第
二
回 

全
国
大
会
を
引
き
つ
づ
き
後
援
す
る
旨
申
越 

し
が
あ
り
、
来
る
五
月
十
一
日
、
前
回
と
同 

じ
く
東
京
朝
日
新
聞
講
堂
で
開
催
に
決
定
。 

直
ち
に
朝
日
新
聞
全
国
版
、
綜
合
俳
誌•

並 

に
会
員
関
係
の
俳
誌
に
広
告
を
出
し
、

〆
切 

を
去
る
三
月
十
日
と
し
、

「
春
季
雑
詠
」
二 

句
を
募
っ
た
。
現
在
そ
の
投
句
は
凡
そ
五
千 

句
に
達
し
て
い
る
。

☆

そ
れ
を
目
下
整
理
し
て
い
る
が
、
選
句
の
方 

法
は
前
回
に
な
ら
ひ
第
一
次
詮
考
を
経
て
本 

選
に
廻
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
第
一
次
詮 

考
に
当
る
委
員
は
全
選
者
二
十
二
名(

選
者

俳

人

協

会

清

規

一
、 
本
協
会
は
会
員
相
互
の
信
頼
と
良
識
に
よ
っ
て
そ
の
親
睦
を
は
か
る
と
と
も
に
、
俳
句
の 

伝
統
を
基
盤
と
し
て
そ
の
正
し
い
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、 
本
協
会
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
事
菜
を
行
な
ぅ
。

三
、 
本
協
会
に
入
会
し
よ
ぅ
と
す
る
者
は
、
幹
事
一
名
及
び
会
員
一
名
の
推
薦
に
よ
り
、
幹
事 

会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、 
本
協
会
の
会
員
は
所
定
の
入
会
金
及
び
会
费
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(

入
会
金
は
一
、0
0
0

円
、
会
費
は
年
領I

、

〇
〇
〇r
a

と
す
る)

五
、 
本
協
会
に
顧
問
若
干
名
、
会
長
一
名
、
幹
事
若
千
名
を

is
く
。 

(

当
分
の
間
発
起
人
が
幹
事
と
な
る)

六
、 
こ
の
淸
記
に
規
定
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
幹
事
会
の
協
議
に
よ
っ
て
決
め
る
。

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
十
六
日

の
顔
ぶ
れ
は
故
飯
田
蛇
笏
に
代
っ
て
顧
問
の 

阿
波
野
青
畝
が
入
り
、
前
回
と
同
様)

で
行 

な
ぅ
こ
と
に
な
り
、
四
月
一
日
、
東
京
青
山 

のN
H
K

宿
舎
に
こ
も
り
、
詮
考
に
当
る
こ 

と
に
な
っ
て
い
る
。
只
今
ま
で
に
、
出
席
の 

通
知
の
あ
っ
た
詮
考
委
員
は
、
大
野
林
火. 

安

住

敦•

石
塚
友
二•

石
川
桂
郎•

香
西
照 

■

雄
.

福

田

瘳

汀.

秋
元
不
死
男•

岸
風
三
楼 

.

角
川
源
義•

皆
吉
爽
雨•

中
村
草
田
男
・
 

平
畑
静
塔
の
十
二
名
で
あ
る
。

⑨

関
西
俳
句
講
演
会

☆

兼
て
か
ら
関
西
地
区
に
於
て
協
会
主
催
の
俳 

甸
講
演
会
を
行
な
い
、
同
時
に
関
西
在
住
の 

会
員
と
懇
談
の
機
会
を
つ
く
り
た
い
と
の
話

が
あ
り
、
た
ま
た
ま
会
長
の
西
下
を
機
に
昨 

年
十
一
月
二
十
四
日
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
講 

堂
で
俳
句
講
演
会
を
行
な
っ
た
。
水
原
秋
桜 

子
•

秋
元
不
死
男•

石
川
桂
郎
の
講
師
と
、
 

岸

風

三

楼•

藤
田
湘
子
が
同
行
し
た
。 

☆

来
聴
者
約
四
百
名
。
終
っ
て
協
会
会
員
二
十 

'

二
名
で
懇
親
会
を
持
っ
た
。
そ
の
席
上
、
関 

西
に
お
い
て
も
全
国
俳
句
大
会
を
行
な
っ
て 

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
、

⑧

第
二
回
俳
人
協
会
賞

☆

昨
年
十
二
月
八
日
、
東
京
富
士
見
町
の
聖
富 

荘
に
選
考
要
員
の
大
野
林
火.

石
田
波
郷. 

中
村
草
田
男.

安

住

敦•

岸

風

三

楼.

福
田 

蓼

汀•

香
西
照
雄•

角

川

源

義•

石
塚
友
二

2



.

秋
元
不
死
男(

百
川
桂
郎•

平
畑
静
塔
欠 

席)

の
十
名
と
会
長
の
出
席
を
得
て
詮
考
会 

を
持
っ
た
。

☆

そ
の
結
果
、
全
会
員
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
受 

賞
候
補
者
八
十
四
名
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て 

検
討
、
第
二
回
俳
人
協
会
賞
は
故
西
東
三
鬼 

(

対
象
作
品
は
句
集
「
変
身
」)

に
贈
る
こ
と 

に
決
定
し
た
。

☆

本
日
、
そ
の
贈
呈
を
行
な
ぅ
こ
と
に
な
り
、
 

さ
き
ほ
ど
夫
人
に
賞
が
贈
ら
れ
た
。

俳

人

協

会

主

催

朝

日

新

聞

社

後

援

第

二

回

全

国

協
会
主
催
、
朝
日
新
聞
社
後
援
の
第
二
回
大 

会
は
、
五
月
十
一
日(

土)

後
一
時
よ
り
、
有
楽 

町
の
朝
日
新
聞
社
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
司
会 

は
岸
風
三
楼
氏
。

一
時
五
分
よ
り
事
業
部
提
秋 

元
不
死
男
氏
の
選
考
経
過
報
告
を
兼
ね
て
の
挨 

拶(

別
記)

、
次
い
で
一
時
二
〇
分
よ
り
顧
問
山 

ロ
青
邨
氏
の
「
俳
人
と
文
章
」
と

題
す
る
講 

演
、
二
時
三
〇
分
よ
り
水
原
会
長
の
「
主
張
の
対 

立
」
と
題
す
る
講
演
が
各
々
四
〇
分
あ
っ
た
。 

青
邨
氏
は
、
俳
文
の
歴
史
を
、•

芭
蕉
文
集
な
ど 

を
引
周
し
つ
つ
説
き
、
最
後
に
「
俳
人
は
文
章 

も
作
っ
て
下
さ
い
」
と
結
ぶ
。
秋
桜
子
氏
は
、
 

四
日
に
急
逝
し
た
久
保
田
万
太
郎
氏
を
悼
む
と 

冒
題
し
て
、
画
壇
の
対
立
か
ら
説
き
起
し
、
現 

俳
壇
の
対
立
へ
及
び
、

「
他
の
条
件
で
戦
ぅ
の 

で
は
な
く
、
勝
ち
負
け
は
作
品
で
つ
け
る
べ
き 

だ
」
と
結
ん
だ
。(

「
俳
人
と
文
章
」
は
俳
句
に

以
上
が
事
業
報
告
の
概
要
で
あ
る
が
、
本
年 

行
な
ぅ
事
業
に
つ
い
て
は
、
確
定
の
も
の
と
し 

て①

「
第
二
回
全
国
俳
句
大
会
」
の
開
催
、②
 

第
三
回
俳
人
協
会
賞
の
詮
考
並
に
授
赏(

十
二 

月
予
定)

で
あ
り
、
懸
案
と
し
て
は
俳
句
講
演 

会
が
あ
り
、
そ
の
他
毎
月
の
幹
事
会
で
話
の
出 

る
企
画
も
あ
る
が
、
ま
だ
決
定
に
は
至
っ
て
い 

な
い
。
幹
事
側
と
し
て
は
今
年
は
新
し
い
計
画 

を
樹
て
実
行
に
移
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

(

秋
元
不
死
男
報
告)

俳

句

大

会

掲
載
予
定
。

「
主
張
の
対
立
」
は
要
旨
を
別
に 

掲
げ
た)

続
い
て
二
時
四
〇
分
よ
り
選
評
に
移 

り
、
次
記
の
選
者
八
氏
が
五
分
づ
つ
特
選
句
を 

評
し
た
。

中
村
汀
女
、,
平
畑
静
塔
、

皆
吉
爽 

雨
、
大
野
林
火
、
角
川
源
義
、
石
川
桂
郎
、
安 

住

敦
(

登
壇
順r

r
a

時
五
分
よ
り
賞
状
賞
品
授
与
に
移
り
、
朝 

日
新
聞
社
の
小
原
企
画
次
長
よ
り
朝
日
賞
が
土 

屋
氏
へ
、
金
長
よ
り
協
会
賞
が
佐
藤
、
村
井
、
 

花
田
の
三
氏
へ
渡
さ
れ
た
。
悩
性
マ
ヒ
の
花
田 

氏
は
壇
上
へ
あ
が
れ
ぬ
の
で
、
代
っ
て
師
の
草 

田
男
氏
が
受
け
と
り
壇
下
の
母
堂
に
渡
す
と
い 

ぅ
一
こ
ま
も
あ
っ
た
。
な
お
、
賞
品
は
昨
年
と 

同
じ
く
、
朝
日
賞
は
楣
、
協
会
賞
は
三
つ
組
の 

銀
盃
で
あ
る
。
四
時
二
十
分
閉
会
。
当
日
出
席 

の
選
者
に
は
登
壇
者
以
外
に
次
の
四
氏
が
あ
っ 

た
。
星
野
立
子
、
中
村
草
田
男
、
福
田
蓼
汀
、

番
西
照
雄
。
当
日
の
参
会
者
は
土
曜
の
午
後
の 

た
め
遠
隔
地
ょ
り
の
人
が
す
く
な
く
、
四
百
名 

ぐ
ら
い
。
終
っ
て
か
ら
、
六
時
ょ
り
有
楽
町
富 

士
ァ
ィ
ス
で
授
赏
者
四
名
を
囲
ん
で
一
部
の
選 

者
並
び
に
当
日
の
全
役
員
が
出
席
し
、
祝
賀
兼 

慰
労
会
が
開
か
れ
た
。
出
敝
者
二
十
四
名
。

大
会
の
状
況
はN
H
K

テ
レ
ビ
ー|

ュ
ー
ス
で 

放
送
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
会
の
模
様
及
び
花
田 

氏
の
授
it
が
、
朝
日
の
十
二
日
朝
刊
の
三
面
の

挨 

拶

選
考
経
過
の
報
告
を
中
心
に
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
第
二
回
全
国
俳
句
大
会
に
寄
せ
ら
れ 

た
投
句
は
五V

-

余
句
に
達
し
ま
し
た
。
そ
れ
を 

全

選

者(

二
十
三
名)

に
依
り
第
一
次
選
考
を 

行
な
ぅ
こ
と
に
決
め
、
三
月
三
十
一
日
か
ら
四 

月

一

日
に
か
け
て
東
京
青
山
のN
H
K

青
山
荘 

に
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
当
日
病
気
で
出 

席
不
能
の
選
者
、
ょ
ん
ど
こ
ろ
な
き
用
事
で
出 

ら
れ
な
い
選
者
、
あ
る
い
は
遠
隔
の
地
に
あ
っ 

て
上
京
に
差
支
え
の
あ
る
選
者
等
あ
り
ま
し
て 

次
の
諸
氏
に
ょ
り
、
第
一
次
選
考
を
徹
宵
し
て 

行
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

中
村
草
田
男•

福
田
蓼
汀•

平
畑
静
塔.

大 

野
林
火•
角
川
源
義•

石
川
桂
郎•

安
住
敦. 

皆
吉
爽
雨.

香
西
照
雄•

石
塚
友
二.

岸
風
三 

楼•

秋
元
不
死
男
。

そ
し
て
凡
そ
千
余
句
が
予
選
を
通
過
。
こ
れ 

を
改
め
て
全
選
者
に
廻
附
。
入
選
二
十
句
。
特

ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
、
朝
日
賞
の
土
屋
氏 

は
十
五H

の
朝H

の
「
人
」
欄
に
紹
介
さ
れ
た
。
 

ま
た
三
十一

日
の
朝
日
の
学
芸
欄
に
水
原
会
長 

が

「
地
方
俳
句
の
興
隆
」
と
題
し
て
土
屋
、
佐 

藤
ヽ
中
原
三
氏
の
授
賞
作
を
評
し
、
特
に
熱
心 

な
研
究
グ
ル
ー
プ
が
核
に
な
れ
ば
、
地
方
俳
句 

は
興
隆
す
る
と
説
い
た
。
後
に
、
授
賞
者
六
氏 

の
近
影
、
感
想
を
掲
げ
る
。

(

秀
西
記
ン

秋

元

不

死

男

選
三
句
を
標
準
に
本
選
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ 

の
結
果
が
、
本
日
お
手
元
に
差
し
あ
げ
ま
し
た 

入
選
作
品
集
の
印
刷
物
で
あ
り
ま
す
。
の
ち
ほ 

ど
こ
れ
ら
入
選
作
品
に
対
す
る
講
評
が
あ
り
ま 

す
が
、
こ
こ
で
一
言
、
お
断
り
申
上
げ
ね
ば
な 

ら
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
回
の
応 

募

は

「
春
季
雑
詠
」
で
あ
り
ま
す
た
め
、
他
季 

の
作
品
は
選
考
か
ら
除
外
し
た
と
い
ぅ
こ
と
。 

実
は
今
回
の
応
募
作
品
に
は
、
例

え

ば

「
雪
」 

の
句
が
か
な
り
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら
は
概
ね 

東

北•

北
陸
地
方
の
作
者
で
あ
り
ま
す
が
、
中 

に
は
立
派
な
作
品
も
あ
り
ま
し
て
、
同
地
方
の 

実
状
も
考
え
ま
す
と
、
規
定
外
の
作
と
し
て
取 

扱
ぅ
に
忍
び
な
い
も
の
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
は
終
に
除
外
と
い
た
し
ま
し
た
。
尚
、
高 

浜
年
尾
氏
の
入
選
句
に
は
特
選
が
あ
り
ま
せ
ん 

こ
と
、
橋
本
多
佳
子
氏
は
入
院
中
で
選
が
で
き 

ま
せ
ん
で
し
た
こ
と
を
併
せ
て
お
断
り
申
し
上 

げ
ま
す
。

3



私
た
ち
の
俳
人
協
会
は
ご
承
知
の
と
お
り
俳 

旬
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
現
代
俳
句
の
精
華
を 

あ
げ
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て
お
る
協
会
で
あ
り 

ま
す
。
即
ち
、
定
型
と
季
語
を
守
る
俳
人
の
集 

ま
り
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
作
品
も
、
前
回
と 

同
様
、
こ
の
協
会
の
主
旨
に
基
い
た
作
品
が
投 

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
と
し
て
安
心
し
て
選

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
申
し
上
げ 

ま
す
〇

最
後
に
受
赏
の
標
準
は
般M

点
を
得
た
入
選 

作
に
朝S

新
聞
社
覚
を
、
入
選•

特
選
を
勘
考 

し
て
高
点
を
得
た
作
に
俳
人
協
会
赏
を
贈
る
こ 

と
に
決
定
。
そ
の
成
績
は
お
手
元
の
作
品
集
に 

発
表
し
て
あ
る
通
り
で
あ
り
ま
す
。(

悪
匕
||)

朝
日
新
聞
社S

波

来

れ

ば

鹿

尾

菜

に

鎚

り

鹿

尾

菜

刈

る

私
の
甸
が
入
賞
す
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い 

な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
入
賞
の
通
知
に
接
し 

た
時
は
嬉
し
か
っ
たI

喜
ん
で
授
賞
式
に
参
列 

し
た
私
だ
っ
た
が
、
当
日
会
場
で
入
選
句
集
を 

手
に
し
て
、
こ
の
句
が
選
者
先
生
の
特
選
に
一 

句
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
、
 

な
ん
と
な
く
さ
び
し
か
っ
た
。
秋
元
先
生
は
御 

挨
拶
の
中
で
入
選
点
数
の
多
い
句
を
以
っ
て
新 

聞
社
®:
に
決
め
た
と
申
さ
れ
た
が
、
こ
の
受
赏 

に
は
内
心
気
が
す
す
ま
な
か
っ
た
。
私
は
入
賞

土 

S
 

海 

村

基
準
に
つ
い
て
再
検
討
願
え
た
ら
と
思
う
。
私 

見
で
す
が
、
入
賞
の
対
象
を

4U
に
置
く
場
合
は 

特
選
句
に
相
当
の
ゥ-

ィ
ト
を
つ
け
て
も
ら
い 

た
い
。
そ
れ
か
ら
又
対
象
を
人
に
お
く
場
合
も 

考
え
ら
れ
る
。
投
句
し
た
二
句
が
共
に
立
派
に 

選
に
入
っ
た
場
合
は
綜
合
得
点
を
以
っ
て
、
入 

赏
を
決
め
る
ょ
う
に
し
た
ら
如
何
か
と
思
う
。 

こ
の
基
準
に
拠
れ
ば
花
田
春
兆
さ
ん
は
立
派
に 

朝
日
賞
授
賞
の
資
格
が
あ
っ
た
と
思
う
。
私
見 

を
述
べ
て
所
感
と
い
た
し
ま
す
。

(

昭
和
三
十
年
ま
で
鈴
木
柏
漿
氏
に
師
？]?
。
三 

十
六
年
ょ
り
「
馬
酔
木
」

へ
投
句)

俳
人
協
会
赞

移

動

蜂

先

づ

薩

南

の

野

に

飛

ば

す

中

原

大

葉

子

て
い
ま
し
た
が
、
不
幸
に
し
て
、
当
時
の
俳
句 

が
一
句
も
な
く
、
こ
れ
を
機
に
当
時
を
冋
想
し 

て

一

途
に
作
っ
て
み
る
気
に
な
っ
た.
：の
で
し 

た
。
お
蔭
で
諸
先
生
方
に
俳
句
を
通
し
て
お
会 

い
で
き
、

一
生
の
思
い
出
と
、
厚
く
御
礼
申
し 

上
げ
ま
す
。

(

三
十
才
の
時
、
羡
濃
派
の
石
橋
観
山
に
師
事 

四
十
才
の
時
、
同
好
の
士
と
八
天
句
会
を
組
織 

し
現
在
に
冤
る)

こ
の
ffl
に
入
っ
て
五
十
年
に
も
な
り
ま
す
が 

辺®

な
田
舎
の
、
し
か
も
出
嫌
い
の
癖
も
あ
っ 

て
、
所
謂
井
中
の
蛙
、
否
蚊
に
し
か
す
ぎ
ぬ
自 

分
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
八
天
句
会
に
越
し
、
 

齢
既
に
古
稀
を
す
ぎ
、
毎
月
の
例
会
を
楽
し
ん 

で
い
る
始
末
で
す
。

去
る
三
月
、
東
京
都
内
山
忍
冬
雅(

戦
時
中 

こ
の
地
に
避
難
さ
れ
て
お
ら
れ
た)

か
ら
新
聞 

の
切
抜
き
を
送
っ
て
頂
き
、
全
国
俳
句
大
会
に 

応
慕
す
る
気
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
一
度
の
拝 

顔
を
で
き
な
か
っ
た
大
家
の
選
者
名
が
ず
ら
り 

と
並
ん
で
い
た
の
で
、
せ
め
て
旬
の
上
で
で 

も
、
親
し
く
お
会
い
し
た
い
と
念
願
し
た
か
ら 

で
し
た
。

俳
人
協
会
赏
な
ん
て
実
は
面
喰
っ
て
い
る
の 

で
す
。
只
私
は
、
若
い
頃
、
蜜
蜂
飼
育
に
従
事 

し
、
熊
本
、
久
留
米
、
佐K

、
灯
栖
と
転
々
し

お

願

い

会
員
諸
兄
姉
の
御
希
望
通, 

信
文
を
募
集
し
ま
す

議

T
一

枚
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覚
悟
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
事
実
は
、
伝
統
の
旗 

じ
る
し
の
下
に
一
絲
紊
れ
ぬ
諧
調
を
示
し
て
い 

た
。
わ
た
し
は
こ
の
二
つ
の
も
の
に
秩
序
の
美 

と
い
ぅ
も
の
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
受
赏
の

俳
人
協
会
赏

小

さ

き
^

よ

り

白

魚

た
く
さ
ん
の
秀
れ
た
作
品
の
中
で
、
私
の
句 

は
必
ら
ず
し
も
光
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
く 

じ
に
で
も
当
っ
た
と
思
っ
て
、
こ
の
幸
運
を
ょ 

ろ
こ
び
た
い
。
受
賞
式
に
出
席
で
き
た
四
人
の 

内
、
身
体
の
不
自
由
な
花
田
さ
ん
を
除
い
て
、

感
想
を
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
り
が
た 

か
っ
た
と
い
う
一
言
に
つ
き
る
。

(

合
湾
に
て
句
作
を
始
め
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
及 

び
笛
同
人)

の

眼

が

な

だ

れ

村

井

四

四

三

女

三
人
ま
で
が
、
外
地
か
ら
の
引
摒
者
で
あ
る
こ 

と
、
花
田
さ
ん
と
と
も
に
、
逆
境
に
あ
っ
て
、
 

ひ
た
す
ら
こ
の
道
に
は
げ
ん
で
き
た
も
の
に
神 

の
手
が
お
か
れ
た
よ
う
な̂

が
し
て
う
れ
し
か 

っ
た
。
四
人
の
男
の
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く 

な
っ
て
、
私
の
心
の
外
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て 

か
ら
、
私
の
胎
内
に
は
「
俳
句
」
と
い
う
、
可 

愛
い
女
の
子
が
育
ち
は
じ
め
て
い
た
。
純
情
可 

憐
な
ひ
と
り
娘
、
私
は
こ
の
子
を
女
だ
か
ら
と 

い
っ
て
、
決
し
て
甘
や
か
す
よ
う
な
こ
と
な
く 

や
さ
し
い
中
に
も
一
本
き
り
っ
と
筋
の
通
っ
た 

純
日
本
娘
に
育
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

(

本
名
村
井
四
四
三
。
夏
屯
会
員
。
菜
殼
火
同 

人)

俳
人
協
会
赏

梅

白

し 

仔

牛

今

日

ょ

り

鼻

環

持

つ

過
去
十
二
年
間
郷
土
紙
信
毎
俳
壇
に
投
句
し 

つ
づ
け
て
来
た
私
に
と
っ
て
、
今
回
の
受
賞
は 

全
く
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
大
き

米 

倉 

真 

琴

な
不
安
を
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ 

な
ら
、
俳
人
と
し
て
ま
た
人
間
と
し
て
完
成
へ 

の
途
上
に
あ
る
私
に
と
っ
て
、
今
回
の
受
賞
は 

そ
の
功
に
価
す
る
か
ど
う
か
。
私
の
有
終
を
飾 

る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
完
成
へ
の
励
ま
し
と 

し
て
ま
た
温
か
く
も
冷
徹
な
鞭
と
し
て
受
け
る 

と
き
、
は
じ
め
て
受
賞
の
意
義
が
生
か
さ
れ
る 

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

水
田
を
経
営
し
つ
つ
、
妻
子
の
幸
を
願
い
つ 

つ
角
川
源
義
先
生
並
び
に
「
河
」
と
い
うA
B

 

良
友
を
得
て
、
農
村
雑
記
的
生
活
の
滋
味
を
謙 

虚
な
気
持
で
歌
い
つ
づ
け
て
行
き
た
い
。

俳
人
協
会
赏

黒

髪

の

長

か

り

し

世

の

ひ

い

な

か

な

佐 

藤 

一
 

村

ひ
さ
し
ぶ
り
の
上
京
で
得
た
印
象
二
つ
——
 

そ
の
一
、
朝
の
混
雑
時
の
鎌
倉
駅
の
整
然
た
る 

乗
車
ぶ
り
。

そ
の
二
、
第
二
回
全
国
俳
句
大
会
の
入
逃
句
が 

い
づ
れ
も
伝
統
に
立
脚
し
た
穏
健
な 

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。

こ
の
二
つ
の
事
象
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は 

秩
序
の
美
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
と
III

心
ぅ
。

諸
派
合
同
の
全
国
俳
句
大
会
で
あ
る
か
ら
に 

は
、
あ
る
程
度
の
混
乱
は
ま
ぬ
が
れ
ぬ
も
の
と

ぃ

本

年

度

会

費

芊

円
)

未
納
の
方
は

願ぉ

至

急

納

入

し

て

下

さ

い

5



俳
人
協
会
赏鎌

龠
東
慶
寺
に
て

蔣

の

薹

階

も

壇
に
上
れ
な
い
車
椅
子
の
僕
に
、
草
田
男
先 

生
が
わ
ざ
わ
ざ
賞
状
を
中
継
ぎ
し
て
手
渡
し
て 

下
さ
っ
た
時
、
も
と
も
と
地
を
踏
む
足
を
持
ち 

あ
わ
せ
ぬ
身
な
が
ら
、
ま
さ
に
体
が
宙
に
浮
い 

た
ょ
ぅ
に
感
じ
た
。
有
頂
天
の
喜
び
だ
っ
た
の 

だ
。
伝
統
俳
句
に
志
す
者
と
し
て
、
た
と
え
全 

国
大
会
と
い
ぅ
但
し
書
が
あ
る
に
せ
ょ
、
俳
人

主

張

の

対

私
は
こ
れ
か
ら
明
治
、
大
正
時
代
の
画
壇
の 

主
張
の
対
立
に
就
て
申
上
げ
、
そ
れ
を
俳
檀
に 

お
け
る
主
張
の
対
立
に
結
び
つ
け
て
見
た
い
と 

考
え
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
い
ま
考
え
て
兑
ま

小

幅

に

女

寺

花 

田 

春 

兆

協
会
の
賞
を
い
た
だ
け
た
の
は
本
当
に
嬉
し
か 

っ
た
。
大
会
後
の
懇
親
会
の
席
上
で
は
、
战
塔 

先
生
が
、
子
規
居
士
の
名
ま
で
出
さ
れ
て
「
結 

核
や
ハ
ン
ゼ
ン
氏
病
の
人
々
に
も
よ
い
励
ま
し 

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
ま
で
言
っ
て
下
さ
っ
た
。 

恐
縮
だ
っ
た
。
だ
が
正
直
の
所
は
逆
で
、
励
ま 

さ
れ
て
来
た
の
は
此
方
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ 

ち
ら
に
は
『
惜
命
』
や

『
独
眼
』
を-m

点
と
す 

る
先
人
達
の
業
蹟
が
あ
る
。
そ
し
て

JJ.
取
後
の
句 

集
と
か
最
後
の
癩
者
と
か
呼
ば
れ
る
よ
う
に
過 

去
の
病
気
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
に
比
べ
て
、
身 

体

障

害(

特
に
脳
性
小
児
マ
ヒ)

は
現
代
区
学 

で
も
最
後
ま
で
取
り
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
か 

ら
焦
る
必
要
は
な
い
。
幅
広
く
じ
っ
く
り
や
っ 

て
行
き
た
い
。

(

現
在
万
緑•

子
午
線•

さ
い
か
ち

114
人
。
身 

障
者
同
人
誌
「
し
の
の
め
」
編
輯)

立
水

原

秋

桜

子

し
て
も
、
明
治
の
終
か
ら
火
正
の
半
ば
に
か
け 

て
の
画
壇
の
渦
巻
き_

_

各
派
の
主
眼
の
対
立 

は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
だ 

け
に

4'?
身
を
け
ず
る
よ
う
な
勉
強
が
く
り
返
さ

机
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
の
日
展
の
前
身
が
帝
展
、
そ
の
前
が
文 

展
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
文
展
の 

発
足
し
た
の
が
明
治
四
十
年
の
こ
と
で
あ
り
ま 

し
た
。
当
時
の
洋
画
部
の
み
に
就
て
申
し
ま
す 

と
、
中
心
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
が
、
黒
田 

淸
輝
を
い
た
だ
く
美
術
学
校
系
で
、
こ
れ
に
は 

岡
田
三
郎
助
、
和
田
英
作
と
い
う
よ
う
な
教
授 

が
お
り
、
少
し
お
く
れ
て
藤
島
武
二
教
授
も
加 

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
黒
田
淸
輝
と
い
う
人
は
 ヽ

後
に
贵
族
院
に
入
っ
て
政
治
家
と
な
り
ま
し
て 

そ
の
方
で
も
偉
か
っ
た
の
で
す
が
、
画
も
実
に 

立
派
な
も
の
が
遗
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
仏 

蘭
西
へ
行
っ
て
勉
強
し
た
と
き
に
つ
い
た
先
生 

が
ラ
フ
ァ
エ
ル.

コ
ラ
ン
と
い
う
人
で
、
こ
れ 

は
き
れ
い
な
画
風
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
い 

わ
ば
流
行
画
家
で
、
勿
論
た
い
し
た
人
で
は
あ 

り
ま
せ
ん
。
当
時
は
印
象
派
の
画
家
達
が
、
剋 

苦
奮
闘
の
末
、
巧
成
り
名
遂
げ
た
時
代
で
ヽ
モ 

ネ
も
、
ピ
サ
ロ
も
、

ル
ノ
ア
ー
ル
も
ま
だ
達
者 

で
い
た
の
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
そ
う
い
う
人 

に
就
か
な
か
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
と
に
か 

ぐ
ラ
フ
ァ
エ
ル.

コ
ラ
ン
の
画
風
が
日
本
に
つ 

た
え
ら
れ
、
そ
れ
が
文
展
の
中
心
に
な
り
ま
し 

た
の
で
、
い
ま
で
も
博
物
館
な
ど
で
あ
の
頃
の 

画
を
御̂

に
な
る
と
わ
か
り
ま
す
け
れ
ど
、
き 

れ
い
ご
と
と
い
う
感
じ
が
多
い
の
で
あ
り
ま 

す
。し

か
し
、
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の 

茗
い
人
述
は
さ
す
が
に
潑
刺
た
る
作
を
出
品
し 

て
お
り
ま
す
。
そ
の
代
表
的
の
も
の
は
、
い
ま 

で
も
叫®
)M

に
よ
く
出
品
さ
れ
ま
す
か
ら
、
御

C

覧
に
な
っ
た
力
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
和
田

三
造
の
「
南
風
」
と
い
う
絵
。
荒
波
の
上
を
走 

る
漁
船
の
上
に
、
逞
ま
し
い
男
が
立
っ
て
お
り 

背
後
に
雲
を
い
た
だ
い
た
大
島
が
見
え
る
と
い 

う
——

若
さ
の
あ
ふ
れ
た
よ
う
な
絵
で
あ
り
ま 

す
。
当
時
の
赏
は
、
い
ま
の
よ
う
に
特
選
と
い 

う
の
で
は
な
く
、

一
等
赏
、
二
等
賞
と
い
う
普 

通
の
名
称
の
も
の
で
し
た
け
れ
ど
、
結
局
文
展 

の
終
る
ま
で
に
一
等
賞
を
得
fc
も
の
は
一
つ
も 

な
く
て
、
二
等
賞
が
最
高
だ
っ
た
の
で
、
こ
の 

「
南
風
」
も
そ
の
二
等
赏
で
あ
り
ま
し
た
。
和 

田
三
造
は
そ
の
次
の
年
に
も
「
烽
燻
」
と
い
う 

画
を
出
品
し
て
二
等
賞
を
得
て
お
り
ま
す
。
そ 

れ
は
エ
事
場
に
お
け
る
群
像
で
、
う
し
ろ
にH
 

の
川
の
流
れ
て
い
る
よ
う
な
構
図
の
も
の
で
あ 

り
ま
し
た
が
、S

災
か
戦
災
に
で
も
遇
っ
た
の 

で
し
ょ
う
か
回
顧
展
に
は
一
度
も
出
品
さ
れ
て 

い
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
に
四
十
三
年
に
藤
島
武
二
が
欧
羅 

巴
か
らW

っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
人
は
仏
蘭
西 

で
学
ば
ず
に
伊
太
利
で
勉
強
を
し
た
の
で
、
元 

来
男
性
的
の
筆
がn
1

マ
で
古
典
を
見
た
為
め 

に
磨
き
あ
げ
ら
れ
、
堂
々
た
る
作
風
を
な
し
て 

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
文
展
の
中 

心
に
な
る
美
術
学
校
系
は
一
応
し
っ
か
り
し
た 

も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
元
よ
り
在
野
系
と 

は
反
り
の
合
う
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
在 

野
系
の
も
の
の
一
つ
は
太
平
洋
画
会
で
あ
り
ま 

し
て
、
こ
れ
に
は
中
村
不
折
と
か
、
鹿
子
木
孟 

郎
と
か
い
う
人
が
主
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

こ
の
人
述
は
、
仏
蘭
西
留
学
中
に
ジ
ャ
ン
ポ
ー 

ル•

w
l
y

ン
ス
に
就
て
、V-
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
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勉
強
を
し
た
の
で
す
か
ら
、
美
術
学
校
系
と
対 

立
し
て
も
、
そ
れ
を
「
古
い
」
と
い
っ
て
け
な 

し
得
る
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
の 

在
野
系
は
、
小
山
正
太
郎
の
不
同
舍
と
い
う
塾 

で
、
こ
こ
に
は
中
川
八
郎
、
小
杉
未
醒
、
吉
田 

博
——

そ
れ
に
「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」 

と
い
う
あ
の
有
名
な
画
を
描
い
て
三
等
賞
を
得 

た
青
木
繁
と
い
う
人
も
居
っ
た
わ
け
で
す
。
中 

で
も
中
川
八
郎
は
「
巖
壁
」
と
い
う
力
づ
よ
い 

名
作
を
描
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
い
ま
で
は
ど 

こ
に
あ
り
ま
す
か
、
私
は
見
て
お
り
ま
せ
ん
。 

す
べ
て
こ
れ
等
の
作
は
私
の
中
学
か
ら
高
等
学 

校
時
代
に
か
け
て
見
ま
し
た
も
の
で
、
感
激
の 

大
き
か
っ
た
為
め
に
、
百
号
、
二
百
号
と
い
う 

よ
う
な
大
画
面
と
し
て
頭
に
残
っ
て
お
り
ま
す 

け
れ
ど
、
あ
と
で
小
絲
源
太
郎
先
生
に
う
か
が 

い
ま
す
と
、
も
っ
と
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
よ 

う
で
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
具
合
で
発
足
し
た
文
展
の
洋
画
部
は 

と
に
か
く
美
術
学
校
系
が
押
え
て
来
た
わ
け
で 

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
に
仏
蘭
西
に
留
学
し 

て
印
象
派
の
大
家
達
か
ら
直
接
に
指
導
を
う
け 

た
梅
原
竜
三
郎
、
山
下
新
太
郎
、
坂
本
繁
二
郎 

な
ど
と
い
う
人
が
帰
朝
し
て
来
ま
す
と
、
忽
ち 

そ
こ
に
主
張
の
対
立
が
は
じ
ま
っ
た
わ
け
で
あ 

り
ま
す
。
印
象
派
と
い
う
の
は
、
官
展
派
に
対 

抗
し
て
、
明
る
い
光
線
を
あ
て
た
新
鮮
な
画
風 

を
打
樹
て
た
も
の
で
、
は
じ
め
は
全
く
世
閭
に 

容
れ
ら
れ
ず
、
四
面
楚
歌
の
声
と
い
う
状
態
で 

あ
っ
た
の
を
、
本
当
に
血
の
出
る
よ
う
な
努
力 

を
し
て
、
逆
に
画
壇
を
風
靡
す
る
こ
と
に
な
っ 

た
の
で
す
が
、
そ
の
印
象
派
の
洗
礼
を
受
け
て

C
帰
朝
し
た
人
達
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
美
術
学
校 

系
の
画
や
太
平
洋
画
会
系
の
画
は
実
に
古
く
さ 

い
も
の
と
見
え
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ 

こ
で
洋
画
部
を
第一

科
、
第
二
科
と
二
分
し
て 

新
ら
し
い
も
の
は
第
二
科
に
収
め
よ
う
と
い
う 

意
見
を
た
て
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
容
れ
ら
れ 

な
か
っ
た
為
め
に
、
そ
の
人
達
は
文
展
を
脱
退 

し
て
二
科
会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
と
き
の
発
起
人
の
中
に
は
藤
島
武
二
も
加 

わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
黒
田
清
輝
に 

引
き
と
め
ら
れ
て
文
展
に
残
る
こ
と
に
な
り
ま 

し
た
。
し
か
し
二
科
の
方
に
は
、
間
も
な
く
安 

井
曽
太
郎
そ
の
他
の
人
が
帰
朝
し
て
加
わ
り
、
 

そ
れ
に
小
出
楹
ffi
の
よ
う
な
俊
秀
も
現
わ
れ
て 

来
ま
し
た
の
で
、
こ
の
二
つ
の
展
览
会
の
競
争 

は
真
に
天
下
分g
の
戦
と
い
う
様
相
を
帯
び
て 

来
ま
し
た
。

も
と
も
と
仏
蘭
西
の
印
象
派
の
主
張
と
い
い 

ま
す
の
は
、
決
し
て
油
絵
の
本
質
を
変
え
て
し 

ま
う
も
の
で
は
な
く
、
時
代
の
移
り
と
共
に
当 

然
変
っ
て
ゆ
く
べ
き
道
を
き
り
ひ
ら
い
た
運
動 

で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
古
い
考
え
を
固
執
し
て 

い
る
人
達
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
は
油
絵
の
本
質 

を
変
え
て
し
ま
う
運
動
と
見
え
た
か
も
知
れ
ま 

せ
ん
が
、
新
ら
し
い
運
動
と
い
う
も
の
は
時
に 

こ
の
よ
う
な
見
方
を
さ
れ
る
も
の
で
、
印
象
派 

の
運
動
な
ど
は
、
今
か
ら
見
れ
ば
当
然
起
る
べ 

く
し
て
起
り
、
勝
つ
ベ
く
し
て
勝
っ
た
も
の
と 

申
せ
ま
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
こ
の
天
下
分
目 

の
戦
は
、
当
然
二
科
会
の
方
に
勝
目
が
多
か
っ 

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
に
梅
原
竜 

三
郎
は
独
立
を
し
て
し
ま
い
ま
す
し
、
ま
た
文

展
の
方
に
も
中
村
彝(

つ
ね
し)

の
よ
う
な
名 

作
者
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
は
っ
き
り
し
た
勝 

負
の
つ
か
ぬ
う
ち
に
、
時
代
は
次
第
に
移
っ
て 

行
っ
た
と
も
申
せ
ま
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
天 

下
分
目
の
戦
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
芸
術
家 

に
と
っ
て
は
実
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
て 

近
世
の
日
本
油
画
家
の
中
、
五
指
を
屈
す
る
人 

と
い
え
ば
誰
し
も
藤
島
、
安
井
、
梅
原
、
岸
田 

中
村
の
五
人
を
あ
げ
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
四 

人
は
こ
の
戦
に
参
加
し
た
人
で
あ
り
、
岸
田
劉 

生
は
全
く
独
自
の
立
場
に
あ
っ
た
と
は
い
う
も 

の
の
、
こ
れ
は
洋
画
壇
全
部
を
向
う
に
廻
し
て 

天
下
分
目
の
戦
を
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
出 

来
ま
し
ょ
う
〇

こ
の
よ
う
な
具
合
に
な
っ
て
い
る
う
ち
に
、
 

二
科
会
の
中
で
ま
た
新
し
い
動
き
が
起
り
ま
し 

た
。
こ
れ
は
仏
蘭
西
の
野
獣
派
の
動
き
に
刺
戟 

さ
れ
て
、
若
い
作
者
违
が
立
ち
上
っ
た
も
の
で 

こ
れ
が
い
ま
も
あ
る
独
立
美
術
協
会
を
作
っ
た 

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
野
獣
派
と
申
し
ま
す
の
は 

印
象
派
に
よ
っ
て
一
応
固
定
さ
れ
た
画
風
に
あ 

き
た
ら
ず
、
た
だ
心
の
赴
く
ま
ま
に
振
舞
お
う 

と
い
う
主
張
で
、
は
じ
め
そ
の
派
の
展
観
の
催 

さ
れ
た
と
き
、
あ
っ
と
驚
い
た
批
評
家
達
が
、
 

こ
れ
は
野
獣
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
っ
た
と
こ 

ろ
か
ら
野
獣
派
と
い
う
名
が
生
れ
た
の
で
す
が 

仏
蘭
四
に
お
け
る
事
の
お
こ
り
は
相
当
に
古
い 

も
の
で
、
明
治
三
十
八
年
頃
に
ヴ
ラ
マ
ン
ク
、
 

ド
ラ
ン
、

マ
チ
ス
、

ル
オ
ー
な
ど
、
そ
の
頃
は 

ま
だ
若
か
っ
た
人
々
が
立
ち
上
っ
た
わ
け
で
あ 

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
マ
チ
ス
や
ル
オ
ー
は
、

マ 

ル
ケ
な
ど
と
共
に
官
展
派
の
グ
ス
タ
フ•

モ
ロ

1
と
い
う
先
生
の
教
室
で
学
ん
で
い
た
の
で
あ 

り
ま
す
が
、
こ
の
モ
ロ
ー
と
い
う
教
授
が
偉
か 

っ
た
ら
し
く
て
、
ル
オ
ー
に
向
っ
て
話
し
た
言 

葉

に

「
変
転
極
り
な
き
現
代
人
の
言
葉
に
耳
を 

傾
け
る
な
。
私
自
身
の
言
葉
に
も
心
を
奪
わ
れ 

る
な
。
た
ゞ
過
去
の
大
家
よ
り
無
限
に
自
得
し 

心
静
か
に
自
を
愛
せ
よ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま 

す
。
こ
の
言
葉
が
心
浸
み
入
っ
た
為
め
で
も
あ 

り
ま
し
ょ
う
か
、
ル
オ1
の
画
は
あ
の
よ
う
に 

ど
こ
か
古
典
味
を
帯
び
た
も
の
と
な
り
、
同
じ 

運
動
を
し
た
ド
ラ
ン
も
や
が
て
新
古
典
派
と
呼 

ば
れ
る
よ
う
に
な
久
ま
し
た
。

こ
の
明
治
三
十
八
年
に
端
を
発
し
た
野
獣
派 

の
運
動
が
昭
和
八
年
に
な
っ
て
日
本
で
一
派
を 

形
成
し
た
の
は
そ
の
間
に
随
分
年
が
経
っ
て
い 

る
こ
と
で
す
が
、
あ
の
時
分
は
仏
蘭
西
に
留
学 

し
た
人
達
の
滞
在
期
間
が
長
か
っ
た
た
め
に
そ 

う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
わ
か
り
ま
せ 

ん
。
と
に
か
く
独
立
美
術
協
会
成
立
の
当
時
の 

気
勢
は
た
い
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ 

れ
は
天
下
分
目
の
戦
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し 

た
。
と
い
う
の
は
、
野
獣
派
の
動
き
と
い
う
も 

の
が
た
だ
現
状
を
破
壊
す
る
と
い
う
目
的
を
持 

っ
て
い
た
だ
け
で
、
何
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い 

う
建
設
の
目
的
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま 

す
。
昭
和
八
年
に
は
も
う
ル
オ
ー
も
ド
ラ
ン
も 

ま
た
マ
チ
ス
も
大
家
の
風
格
を
帶
が
て
、
野
獣 

派
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
画
を
描
い 

て
い
ま
し
た
し
、
そ
れ
に
日
本
の
野
獣
派
の
人 

々
は
た
い
て
い
二
科
会
以
来
の
師
匠
を
引
つ
づ 

い
て
尊
敬
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
天
下 

分
目
の
戦
に
な
る
わ
け
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
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こ
こ
ら
で
日
本
画
の
方
に
眼
を
移
し
て
見
ま 

し
ょ
う
。
日
本
画
壇
に
お
け
る
天
下
分
目
の
戦 

と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
文
展
か
ら
日
本 

美
術
院
が
わ
か
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ 

う
。
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
混
み
入
っ
た
理
由 

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
本 

筋
は
京
都
側
か
ら
出
た
審
査
員
と
東
京
の
岡
倉 

天
心
直
系
の
審
査
員
と
の
意
見
が
合
わ
な
か
っ 

た
の
が
第
一
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
は 

っ
き
り
申
せ
ば
、
京
都
側
の
方
は
画
の
技
術
に 

重
き
を
置
い
て
お
り
、
天
心
直
系
の
方
は
画
家 

の
精
神
に
重
き
を
置
い
て
い
た
と
言
え
ま
し
ょ 

う
。
横
山
大
観
の
書
い
た
美
術
院
の
綱
領
に
、
 

「
一
切
の
芸
術
は
無
窮
を
趨
う
の
姿
に
他
な
ら 

ず
。
殊
に
絵
画
は
感
情
を
主
と
す
。
世
界
最
高 

の
情
趣
を
顕
現
す
る
に
あ
り
」
と
い
う
の
が
あ 

り
ま
す
が
、
こ
れ
が
こ
の
人
達
の
態
度
を
よ
く 

語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
美
術
院
展
覽
会
の
第
一
回
は
大
正
三
年 

の
十
月
、
三
越
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
の 

時
大
観
は
「
游
刃
有
余
地
」
と
い
う-
-

い
ま 

で
も
回
顧
展
に
見
か
け
る
絵
を
出
品
し
て
お
り 

ま
す
。
こ
れ
は
庖
丁
と
い
う
名
の
料
理
人
が
 ヽ

文
恵
君
と
い
う
人
の
た
め
に
、
牛
を
料
理
し
て 

見
せ
た
と
き
の
こ
と
を
題
材
に
し
た
の
で
、
そ 

の
料
理
ぶ
り
の
見
事
さ
に
文
恵
君
が
感
心
し
て 

「
技
と
い
う
も
の
も
こ
れ
ま
で
至
る
も
の
か
」 

と
い
い
ま
す
と
、
庖
丁
が
答
え
る
に
は
「
私
の 

す
る
の
は
道
で
あ
っ
て
、
技
以
上
の
も
の
で
あ 

る
。
は
じ
め
は
牛
の
身
体
だ
け
が
見
え
て
い
た 

が
、
三
年
も
立
つ
う
ち
に
、
牛
は
目
に
入
ら
な 

く
な
っ
た
。
今
で
は
精
神
で
牛
を
見
て
、
目
で

は
見
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
。
こ
れ
が
画
題
に 

な
っ
て
い
る
の
で
、
大
観
は
じ
め
美
術
院
の
人 

達
の
意
気
が
う
か
が
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
な 

に
し
ろ
こ
の
対
立
時
代
の
初
期
に
安
田
靼
彦
の 

「
御
産
の
禱
」
や
、
下
村
観
山
の
「
弱
法
師
」 

や
、
小
林
古
径
の
「
阿
弥
陀
堂
」
な
ど
の
傑
作 

が
相
つ
い
で
出
た
の
で
す
か
ら
、
実
に
た
い
し 

た
も
の
で
、
こ
の
天
下
分
目
の
戦
は
ど
う
や
ら 

美
術
院
側
の
勝
、
少
な
く
と
も
六
分
四
分
位
に 

は
旗
色
が
よ
か
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
ら
で
話
を
転
じ
て
、
俳
壇
の
こ
と
を
申 

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
俳
壇
で
の
天
下
分 

目
の
戦
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
明
治
の 

末
期
か
ら
大
正
の
初
期
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た 

新
傾
向
派
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
と
の
対
抗
で
あ
り 

ま
し
ょ
う
。
あ
の
と
き
の
新
傾
向
運
動
は
ヽ
は 

じ
め
は
今
か
ら
見
て
格
別
の
こ
と
で
は
な
か
っ 

た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
定
型
を
破
壊
し
、
 

季
語
を
無
用
と
す
る
傾
向
に
変
っ
て
来
た
の
で 

事
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
若
し
も 

こ
の
新
傾
向
の
人
達
が
自
分
達
の
作
品
を
「
新 

し
い
詩
」
と
名
付
け
た
な
ら
ば
、
天
下
分
目
の 

戦
に
ま
で
発
展
し
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん 

が
、
定
型
を
破
壊
し
、
季
語
を
無
用
と
し
て
な 

お
且
つ
俳
句
と
名
乗
る
勢
力
が
大
き
く
な
れ
ば 

こ
れ
は
伝
統
派
と
し
て
は
立
ち
あ
が
ら
ざ
る
を 

得
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
戦
は
御
承
知 

の
と
お
り
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
勝
利
に
了
り
ま
し 

た
。
勿
論
、
虚
子
先
生
の
指
導
が
よ
ろ
し
か
っ 

た
た
め
で
あ
り
ま
す
が
、
作
者
と
し
て
渡
辺
水 

巴
、
村
上
鬼
城
、
原
石
鼎
、
前
田
普
羅
、
飯
田 

蛇
笏
の
よ
う
な
人
が
い
た
こ
と
も
非
常
に
有
利

だ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
途
の
こ
の 

当
時
の
旬
は
今
で
も
燦
然
た
る
光
を
放
っ
て
お 

り
ま
す
が
、
作
者
と
し
て
の
命
を
か
け
た
場
を 

踏
ん
だ
句
と
い
う
も
の
は
、
ま
こ
と
に
底
力
の 

あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
俳
壇
に
は
い
ろ
い
ろ
の
変
化
が
あ 

り
ま
し
た
し
、
い
ろ
い
ろ
の
主
張
も
な
さ
れ
た 

の
で
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
場
合
は
新
し
い
主
張 

を
し
た
人
々
が
又
す
ぐ
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た 

り
、
あ
る
場
合
は
別
に
反
応
も
な
く
見
す
ご
さ 

れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
、
天
下
分
目
の
戦
な
ど 

は
起
ら
ず
に
、
嚴
近
ま
で
す
ぎ
て
来
ま
し
た
。 

画
壇
の
方
も
同
じ
こ
と
で
、
油
絵
で
は
立
体
主 

義
ヽ
超
現
実
主
義
な
ど
が
つ
づ
い
て
お
こ
り
ま 

し
た
け
れ
ど
、
こ
れ
に
対
し
て
正
面
か
ら
戦
お 

う
と
い
う
動
き
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま 

す
。
そ
し
て
最
近
前
衛
派
が
現
れ
ま
す
と
、
こ 

れ
が
忽
ち
画
壇
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
て
、
い
ま
で 

は
ど
こ
の
展
覧
会
で
も
前
衛
派
の
作
品
の
方
が 

多
く
な
り
ま
し
た
し
、
そ
れ
の
み
か
、
こ
れ
が 

日
本
画
の
方
に
ま
で
影
替
を
及
ぼ
し
そ
う
な
形 

勢
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
私
は
前
衛
絵
画
と
い 

う
も
の
に
と
ん
と
興
味
が
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で 

む
か
し
あ
れ
ほ
ど
楽
し
み
に
し
て
い
た
展
覧
会 

を
見
る
こ
と
を
や
め
て
、
た
だ
好
き
な
画
家
の 

個
展
の
み
を
見
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
し 

か
し
考
え
て
見
れ
ば
、
日
本
の
油
画
の
傾
向
が 

こ
う
い
う
風
に
な
り
ま
し
た
の
は
肯
け
な
い
こ 

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
元 

来
油
絵
と
い
う
も
の
が
欧
羅
巴
に
は
じ
ま
り
、
 

ロ
本
の
洋
画
壇
は
そ
れ
を
学
ん
だ
も
の
で
あ
り 

ま
し
て
、
向
う
の
画
風
が,
変
れ
ば
、
こ
ち
ら
も

そ
れ
に
影
響
さ
れ
る
の
は
致
し
方
の
な
い
こ
と 

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
変
り
方
が
あ
ま
り
激
し 

く
て
、
誰
も
前
衛
、
か
れ
も
前
衛
と
い
う
よ
う 

に
な
り
ま
す
の
は
い
か
が
か
と
考
え
ら
れ
る
の 

で
あ
り
ま
す
。

俳
壇
で
も
こ
の
二
、
三
年
前
衛
俳
句
が
問
題 

に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
は
じ
め 

の
う
ち
は
も
の
珍
ら
し
く
て
、
そ
れ
を
読
ん
で 

見
ま
し
た
が
、
仏
蘭
西
の
象
徴
詩
あ
た
り
に
学 

ん
だ
ら
し
い
比
喩
と
か
暗
喩
と
か
い
う
こ
と
が 

私
に
は
ど
う
も
面
倒
で
、
殆
ど
意
味
を
捕
捉
す 

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
事
に
時
間 

を
費
し
て
し
ま
っ
て
は
大
変
な
の
で
、
こ
の
頃 

は
全
く
読
ま
な
い
こ
と
に
し
て
居
り
ま
す
。
私 

は
、
油
絵
が
前
衛
風
の
動
き
を
し
て
い
る
の
を 

肯
け
る
と
申
し
ま
し
た
が
、
俳
句
が
同
じ
よ
う 

な
動
き
を
す
る
こ
と
を
肯
く
わ
け
に
は
行
き
ま 

せ
ん
。
そ
れ
と
こ
れ
と
は
全
く
根
本
的
に
ち
が 

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
俳
句
は
い
う
ま 

で
も
な
く
日
本
独
特
の
詩
で
、
そ
の
本
質
の
巾 

で
も
、
対
象
を
簡
明
直
截
に
現
わ
す
と
い
う
こ 

と
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ 

は
ひ
と
り
文
学
ば
か
り
で
は
な
く
、
絵
画
で
も 

同
じ
で
、
い
わ
ば
東
洋
の
芸
術
の
真
髄
で
あ
り 

ま
す
が
、
と
り
わ
け
俳
句
は
、
最
も
短
い
詩
な 

の
で
す
か
ら
、
い
や
が
上
に
も
簡
明
直
截
の
表 

現
を
尊
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
ま 

す
。
さ
き
ほ
ど
新
傾
向
の
俳
句
の
こ
と
を
申
上 

げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
源
を
同
じ
く
し
て
次
第 

に
変
っ
て
来
た
層
雲
派
の
作
品
の
中
で
、
尾
崎 

放
哉
の
も
の
な
ど
に
は
同
感
す
る
も
の
が
少
な 

く
あ
り
ま
せ
ん
。
無
論
あ
れ
を
俳
句
と
呼
ぶ
こ
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と
は
困
り
ま
す
け
れ
ど
、

「
あ
あ
い
い
な
」
と 

思
つ
て
暗
記
し
て
い
る
も
の
の
少
な
く
な
い
と 

い
う
の
は
、
や
は
り
こ
れ
が
東
洋
の
詩
の
真
髄 

た
る
簡
明
直
截
の
表
現
を
と
つ
て
い
る
こ
と
に 

よ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
よ
く
頭
に 

入
れ
て
置
い
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

前
衛
俳
句
に
は
、
季
語
の
は
い
つ
て
い
る
も 

の
も
あ
り
、
は
い
つ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り 

ま
た
定
型
を
守
つ
て
い
る
も
の
も
い
な
い
も
の 

も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
を
一
括
し
て
、
 

俳
句
と
言
わ
ず
に
、
別
の
詩
と
い
う
な
ら
ば
、
 

少
し
も
文
句
は
な
い
筈
で
す
。
た
だ
こ
れ
が
俳 

句
ヽ
し
か
も
現
代
の
俳
句
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ 

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
そ
れ
は
困
る
わ 

け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
前
衛
俳
句
と
、
わ
れ 

わ
れ
の
伝
統
俳
句
と
の
あ
い
だ
に
天
下
分
目
の 

戦
が
は
じ
ま
り
ま
す
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
全
く 

わ
か
り
ま
せ
ん
。
多
分
そ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら 

な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
闘
志
を
も
つ
た 

め
に
は
、
や
は
り
向
う
か
ら
刺
戟
を
受
け
る
の 

が
始
ま
り
で
す
が
、
私
自
身
だ
け
の
こ
と
を
申 

し
ま
す
と
、
全
く
刺
戟
を
う
け
る
こ
と
も
な
く 

従
つ
て
闘
志
も
全
然
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

今
の
俳
壇
は
、
こ
ち
ら
の
俳
人
協
会
と
、
現 

代
俳
旬
協
会
と
対
立
し
て
い
る
か
た
ち
に
な
つ 

て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
主
義
主
張
は
極
め
て 

明
瞭
で
、
伝
統
を
守
り
、
そ
の
基
礎
の
上
に
立 

つ
て
新
し
い
俳
句
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
い
う 

の
で
あ
り
ま
す
が
、
向
う
に
は
伝
統
を
守
つ
て 

い
る
人
も
お
り
ま
す
し
、
定
型
は
守
る
が
季
語 

に
は
束
縛
さ
れ
な
い
と
い
う
人
も
お
り
ま
す
し 

そ
れ
に
前
衛
派
の
人
達
が
加
わ
つ
て
い
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
会
と
し
て
の
俳
句
観
が 

統
一
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
が
天
下 

分
目
の
戦
に
は
い
る
わ
け
は
あ
り
得
な
い
と
考 

え
る
の
が
当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
先
日
雑
誌
か
何
か
見
た
の
で
あ
り 

ま
す
が
、
現
代
俳
句
協
会
の
綜
合
句
集
が
出
来 

る
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
な
り
ま 

す
と
一
般
の
世
間
で
は
、
こ
ち
ら
で
も
句
集
を 

出
し
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
う
す
れ
ば•
I■,•J

方 

を
比
べ
て
見
た
い
。
両
協
会
の
鎬
を
削
る
こ
と 

が
待
た
れ
る-
-

と
い
う
よ
う
な
形
勢
に
な
る 

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
は
ま
だ
こ
ち
ら
で
句
集 

を
編
む
と
い
う
話
も
き
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
 

そ
う
い
う
こ
と
は
両
協
会
対
抗
と
い
う
意
味
で 

な
く
て
一
つ
の
企
画
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
世
間
は
と
か
く
物
見
高
い
も
の
で
、
 

何
か
二
つ
の
勢
力
の
相
競
う
よ
う
な
材
料
を
見 

出
し
、
そ
れ
を
並
べ
て
批
判
し
て
見
た
い
と
い 

う
気
持
は
う
ご
く
と
思
い
ま
す
。
そ
の
場
合
に 

こ
の
大
会
の
入
選
句
な
ど
は
す
ぐ
さ
ま
例
に
と 

り
あ
げ
ら
れ
て
、
俳
人
協
会
の
作
風
斯
く
の
如 

し
、
と
言
わ
れ
な
い
と
は
限
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま 

す
。
私
は
、
い
た
ず
ら
に
両
勢
力
が
争
う
こ
と 

を
好
み
ま
せ
ん
が
、
万
々
が
一
に
も
相
争
う
よ 

う
な
立
場
に
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
勝
敗
は
お 

互
の
俳
句
の
出
来
に
よ
っ
て
決
ま
ら
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
と
考
え
ま
す
。
他
の
何
ご
と
に
よ
っ
て 

も
勝
負
が
左
右
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。
た
だ
作 

る
と
こ
ろ
の
句
が
よ
い
か
わ
る
い
か
、
批
判
は 

現
代
の
有
識
者
に
任
せ
、
あ
る
い
は
多
少
年
の 

す
ぎ
る
の
を
待
っ
て
決
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り 

ま
す
。
そ
う
な
る
と
私
達
会
員
の
貨
任
も
火
き

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
投
句
さ
れ
る
方
々
の 

御
苦
労
も
大
へ
ん
な
こ
と
で
、
又
そ
れ
だ
け
に 

勉
強
の
な
さ
り
甲
斐
も
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま 

す
。
幸
い
今
回
の
成
絞
は
前
回
以
上
で
あ
る
と 

い
ぅ
意
見
に
一
致
し
て
お
り
ま
す
の
は
御
同
慶 

の
至
り
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
年
々
気
力
を
新 

た
に
さ
れ
て
、
大
会
の
催
さ
れ
る
度
毎
に
「
伝 

統
俳
句
の
精
華
こ
こ
に
在
り
」
と
誇
れ
る
よ
ぅ 

な
作
品
を
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
希
望
す
る 

次
第
で
あ
り
ま
す
。

(

五
月
十
一
日
、
俳
人
協
会
企
国
大
会
講
演 

ょ
り
抜
萃)

連 

絡

一

、 
住
所
電
話
の
変
更
は
、
そ
の
都
度
お
知
ら 

せ
下
さ
い
。

二
、 
消
息
欄
の
資
料
と
し
て
、
左
の
こ
と
を
そ 

の
都
度
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

〇
全
員
関
係
の
俳
誌
創
刊
及
び
廃
刊
。
ま
た 

俳
誌
の
記
念
大
会
な
ど
の
大
き
な
行
事
。
 

〇
会
員
の
方
の
句
集
そ
の
他
の
著
作(

発
行 

所
、
発
行
年
月
、
価
格
を
併
記
の
こ
と) 

〇
会
員
の
方
の
結
社
赏
な
ど
の
授
賞
の-
ー
ュ 

1

ス
。

三
、 
次
号
は
、
地
方
会
員
の
声
の
特
集
を
予
定 

し
て
い
ま
す
。

№1

、
同
時
配
布
の
大
会
選
句
集
で
、
授
®:
者
土 

屋
海
村
氏
の
「
海
」
が

「
梅
」
と
誤
植
さ
れ 

て
い
ま
す
。
訂
正
さ
れ
た
く
。

/ 
— #•1 

/
1
/
<
/
<
/
 z
\
 cl/

消 

息

〇
左
の
会
貝
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
つ
つ
し
ん

で
哀
悼
の

,S

を
表
し
ま
す
。
協
会
ょ
り
弔
電 

及
び
香
璲
を
遗
族
に
さ
し
あ
げ
ま
し
た
。
 

一
月
廿
二
日 

伊

藤

凍

魚

氏

三
月
十
八
日
目
迫 

秩
父
氏

五
月
廿
七
日 

橋
本
多
佳
子
氏 

〇
幹
淇
石
田
波
郷
氏
が
充
塡
球
排
出
手
術
の
た 

め
五
月
末
都
下
淸
瀬
町
の
東
京
病
院
東
療
病 

棟
南
五
寮
に
人
院
さ
れ
ま
し
た
。

〇

五

月

四

日

「
若
葉
」
四
百
号
記
念
大
会
於 

ー

ッ
橋
講
堂

〇

五

月

六

日

「
風
花
」
十
五
周
年
記
念
大
会 

於
八
景
園

〇
五
月
廿
七
日
水
原
秋
桜
子
著
「
蕪
村
秀
句
」 

出
版
祝
賀
会
於
ス
テ
ー
シ
ョ
ン•

ホ
テ
ル 

〇
六
月
五
日
顧
問
山
口
薺
子
氏
が
羽
黒
山
俳 

句
大
会
出
席
の
帰
途
東
京
に
立
寄
ら
れ
ま
し

俳

人

協

会

々

報(
I

和H

年̂
)
 

編
集
兼
発
行
ん 

大

野

林

火

 

印

刷
 

V
 

竹

内

昌

巳

 

束

京

都

千

代

田K

富
士
見
町
ニ
ノ
七

俳 

人 

協 

会 

ffi

話
九
段㈣

〇 

ー
ー
ー
番
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